
 



 

 

 



 

公共交通事業者のヒアリング結果 

鉄道事業者 

 輸送人員は、従前の状況には戻らないと考えている。 

 若者が会社を辞めてしまう傾向が強くなっている。 

 松戸市ならではの新たな取組（MaaS※1など）を積極的に導入していけ

るとよい。 

 パーク＆ライド※2は、松戸市には不向きである。駅周辺の使い方とし

て、広域の駐車場よりもにぎわいづくりの方が大切である。 

 修繕費の悩みが尽きない。更新時期などが来ると、サービス水準が低

下していくことが懸念される。 

 「鉄道は当たり前にあるもの」という前提が徐々に変わってくること

も想定しなければならない。 

バス事業者 

 全体利用者数としてはコロナ前比較で概ね９０％程度である。 

 災害時は、鉄道会社と連携し、電車が運転見合わせ時に振替輸送を行

っている。 

 グリーンスローモビリティと路線バスの役割分担は考えなければな

らない。 

 運転手不足の対策として、説明会など、市と連携して戦略的に進めて

いきたい。 

 地域と鉄道やバスなどが連携したイベントをできるとよい。 

タクシー事業

者 

 災害時は、鉄道会社と連携を取り、電車の運転手の送迎を行っている。 

 少しずつ女性ドライバーが浸透してきており、女性ドライバーの活躍

と職場環境改善が好循環になってきた感触がある。 

 カーボンニュートラルに向けた取組（電気自動車や燃料電池車の導

入）を検討している。 

 団地や高齢者が多い住宅地などでは、タクシー乗り場（待機所）の設

置が必要ではないか。 
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